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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階

（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

滝
川
雅
之
氏
（
ハ
ロ
ー
歯
科
院
長
、
岡
山
大
学
歯
学

部
臨
床
講
師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

40
人

妊
婦
の
歯
科
治
療
と
禁
煙
支
援
〜
マ
イ
ナ
ス
１
歳
か

ら
の
健
口
支
援
の
す
す
め

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

水
口
俊
介
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学

総
合
研
究
科
高
齢
者
歯
科
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

全
部
床
義
歯
の
印
象
採
得
と
咬
合
採
得
の
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
軟
質
裏
装
を
成
功
さ
せ
る

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
９
日
（
日
）
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円
。『
正
確
な
シ
ャ
ー

プ
ニ
ン
グ
安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操
作
』（
定
価
３
９
９
６

円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
ま
す
の
で
、
院
所
で
一

冊
購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
（
別
途
案
内
あ
り
）

持
参
物　

顎
模
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
グ
レ
ー
シ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー
（
貸
出
は

あ
り
ま
せ
ん
）

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
〜
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

日
時　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

神
野
時
有
氏
（
岡
山
県
岡
山
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

混
合
歯
列
期
を
中
心
と
し
た
不
正
咬
合
の
治
療
法

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

鳥
畑
与
一
氏
（
静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
無
料

定
員　

１
２
０
人

カ
ジ
ノ
幻
想
〜「
大
阪
経
済
が
成
長
す
る
」と
い
う
嘘

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７ 

市
民
公
開
講
座

日
時　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
各
線
高
槻
駅

か
ら
徒
歩
８
分
）

講
師　

 

西
真
紀
子
氏
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学
博
士

課
程
在
籍
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
最
先
端
の
む
し
歯
・
歯

周
病
予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＆
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
予
防
歯
科
最
前
線

三
島
地
区
講
習
会

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

　

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
の
テ

ロ
事
件
は
、
警
備
の
薄
い
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
が
標
的
と
な

っ
て
、
世
界
に
衝
撃
を
与
え

た
。
そ
の
地
は
、
１
７
６
０

年
代
に
産
業
革
命
の
始
ま
っ

た
場
所
で
、
近
く
に
工
業
製

品
の
積
み
出
し
港
と
し
て
ビ

ー
ト
ル
ズ
発
祥
の
リ
バ
プ
ー

ル
が
あ
る
。

　

生
産
拠
点
の
都
市
と
そ
の

流
通
拠
点
都
市
が
セ
ッ
ト
物

と
し
て
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
が
サ

ン
チ
ョ
・
パ
ン
サ
を
従
え
る

よ
う
に
、
二
つ
の
都
市
が
役

割
を
分
担
し
て
い
る
様
子

は
、
今
や
世
界
中
の
ど
こ
に

で
も
見
ら
れ
る
。
神
戸
出
身

で
大
阪
で
働
い
て
い
る
私
と

似
た
人
が
世
界
中
に
い
る
ん

だ
ろ
う
。

　

広
い
意
味
の
善
悪
混
ざ
っ

た
文
化
と
は
、
一
所
に
じ
っ

と
し
て
お
ら
れ
な
い
。
世
界

中
に
伝
播
し
て
い
く
。
ナ
ポ

レ
オ
ン
は
、
そ
の
た
め
に
ロ

シ
ア
ま
で
攻
め
込
ん
だ
訳
で

は
な
か
ろ
う
が
、
結
果
と
し

て
自
由
、
平
等
、
博
愛
の
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
の
思
想

と
抱
き
合
わ
せ
で
メ
ー
ト
ル

法
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
め

た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
混
乱

の
最
中
で
、
各
国
の
武
力
に

よ
る
植
民
地
拡
大
も
ポ
ン
ペ

イ
発
掘
も
国
家
事
業
だ
か
ら

中
断
し
て
い
な
い
。

　

歴
史
年
表
は
年
代
区
切
り

だ
が
、
実
際
の
事
象
は
ア
ナ

ロ
グ
で
進
展
す
る
。
つ
ま

り
、
す
べ
て
の
事
象
は
過
去

か
ら
の
継
続
で
あ
る
。
革
命

も
変
革
も
元
々
人
間
が
つ
く

り
出
し
た
も
の
だ
か
ら
、
人

間
の
叡
智
で
人
間
の
幸
せ
へ

転
用
で
き
る
筈
だ
と
、
楽
観

的
に
考
え
る
科
学
者
や
政
治

経
済
学
者
や
哲
学
者
が
頑
張

っ
た
。

　

だ
が
、
産
業
革
命
の
成
果

は
、
第
一
次
、
第
二
次
大
戦

へ
と
殺
戮
規
模
を
飛
躍
さ
せ

つ
つ
繋
が
り
、
今
地
球
上
の

至
る
所
で
大
小
規
模
の
貧
富

の
格
差
社
会
を
生
み
紛
争
の

種
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
紛

争
た
る
や
、
政
府
軍
と
反
体

制
側
と
が
ロ
ケ
ッ
ト
砲
や
戦

車
な
ど
の
火
器
を
駆
使
し

て
、
日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
平
和

維
持
活
動
ど
こ
ろ
か
、
頭
上

を
飛
び
交
う
弾
丸
の
下
で
縮

み
上
が
っ
て
い
た
。
幸
い
日

本
は
、
戦
死
者
を
出
さ
ず
に

撤
退
し
た
が
、
犠
牲
者
を
出

し
た
国
も
少
な
く
な
い
。

　

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
発

祥
し
た
、
こ
の
人
類
の
加
速

的
不
幸
は
ま
だ
明
る
い
先
が

ほ
と
ん
ど
見
え
て
こ
な
い
。

は
集
団
化
し
て
凶
悪
に
な

る
。
そ
れ
を
阻
止
で
き
る
の

も
ま
た
集
団
な
の
で
あ
れ

ば
、
明
る
い
先
が
見
え
て
こ

な
い
。
靴
を
履
い
た
ケ
ダ
モ

ノ
は
一
見
賢
そ
う
に
見
え
る

が
、
そ
う
で
な
い
こ
と
を
十

分
痛
い
目
に
あ
っ
て
経
験
し

た
は
ず
だ
。
そ
れ
は
昔
の
ヒ

ト
の
経
験
で
今
と
無
関
係
と

い
う
の
な
ら
ヒ
ト
に
未
来
は

な
い
。

　

日
本
の
急
速
な
格
差
社
会

化
に
よ
り
、
社
会
的
救
済
を

必
要
と
す
る
貧
困
者
の
増
加

が
社
会
の
活
力
を
奪
い
つ
つ

あ
る
。
が
、
平
和
憲
法
の
お

陰
で
70
年
以
上
も
戦
争
の
惨

禍
か
ら
免
れ
て
い
る
。
恩
恵

を
受
け
る
の
は
日
本
人
だ
け

で
な
く
、
世
界
中
の
同
じ
ル

ー
ツ
に
よ
る
同
じ
課
題
を
抱

え
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
も

貴
重
な
一
筋
の
光
明
で
あ

る
。

第５回　深江橋

浪
花～駅名となった橋～～駅名となった橋～
八百八橋物語八百八橋物語

今
は
無
き
千
間
川
の
木
製
橋

　

深
江
橋
を
探
す
た
め
、
地

下
鉄
「
深
江
橋
」
駅
を
降

り
、
地
上
に
出
て
あ
た
り
を

ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
み
た
が
、
川

ら
し
き
も
の
は
な
い
。
川
が

な
い
の
で
橋
も
当
然
見
当
た

ら
な
い
。

　

ど
う
し
た
も
の
か
と
思

い
、『
東
成
区
史
』
を
開
い

て
み
た
。
１
９
５
７
年
（
昭

川
に
架
か
る
橋
と
し
て
、
千

間
橋
・
緑
橋
・
茶
屋
の
橋
・

常
盤
橋
・
紅
橋
・
曙
橋
・
東

永
橋
・
垣
東
橋
・
深
江
橋
の

９
つ
橋
を
あ
げ
る
。
深
江
橋

は
千
間
川
に
架
か
っ
て
い
た

橋
で
、
木
製
、
長
さ
７
㍍
・

幅
５
・
４
㍍
と
あ
る
。

　

１
９
９
６
年
（
平
成
８
）

の
新
し
い
区
史
で
は
千
間
川

に
つ
い
て
「
平
野
川
合
流
点

ま
で
約
千
間
（
約
１
・
８
㌔

㍍
）
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
名
が
で
き
た
と
い
う
。
ま

だ
流
域
が
農
村
地
帯
で
あ
っ

た
こ
ろ
は
、
東
大
阪
方
面
の

用
排
水
路
と
し
て
重
要
で
、

三
枚
板
舟
と
い
う
３
面
に
の

み
板
囲
い
を
も
っ
た
小
舟

で
、
農
産
物
な
ど
を
乗
せ
て

上
下
し
て
い
た
」
と
あ
り
、

か
つ
て
は
こ
の
地
域
で
活
躍

・
利
用
さ
れ
て
い
た
川
だ
っ

た
。
し
か
し
、
周
辺
地
域
の

地
盤
沈
下
も
あ
り
、
昭
和
40

年
代
後
半
に
埋
め
立
て
ら
れ

在
の
中
央
大
通
り
の
北
側
に

流
れ
て
い
た
東
西
方
向
の

川
。
南
北
方
向
の
、
現
在
の

内
環
状
線
（
国
道
４
７
９

号
）
と
な
る
道
路
が
、
こ
の

川
を
越
え
る
場
所
に
架
か
っ

て
い
た
の
が
深
江
橋
だ
っ

た
。

　

私
も
１
９
８
０
年
代
の
10

年
間
、
城
東
区
の
放
出
西
団

地
に
住
み
、「
深
江
橋
」
駅

を
利
用
し
て
い
た
が
、
深
江

橋
に
つ
い
て
は
思
い
至
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　

埋
め
立
て
ら
れ
た
千
間
川

は
緑
道
と
な
っ
て
い
て
、
か

つ
て
の
流
れ
を
た
ど
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
大
阪
商
業
大
学
／
帝
塚
山

大
学
非
常
勤
講
師
・
伊
藤
純
）

篠部正夫（西淀川区）

平和憲法は一筋の光明

た
と
あ
る
。
今
は
無

き
千
間
川
に
架
か
っ

て
い
た
の
が
深
江
橋

だ
っ
た
。

　

『
東
成
区
史
』

（
昭
和
32
年
）
に
は

地
図
が
あ
り
、
千
間

川
と
こ
の
川
に
架
か

る
深
江
橋
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
千
間
川
は
現

和
32
）
の
区
史
に
は

「
千
間
川
」
と
い
う

項
目
が
あ
り
、「
源

は
布
施
市
（
現
東
大

阪
市
）
高
井
田
に
発

し
当
区
と
城
東
区
と

の
区
界
を
な
し
つ
つ

中
浜
橋
を
す
ぎ
て
平

野
川
と
合
し
て
い
る

も
の
で
、
現
在
で
は

悪
水
路
で
あ
る
」
と

あ
る
。
そ
し
て
千
間

西
側
か
ら
臨
む
埋
め
立
て
前
の
千
間
川
。
奥
に
う
っ
す
ら
と

大
阪
城
が
見
え
る
（
東
成
区
役
所
Ｈ
Ｐ
よ
り
転
用
）　
　
　

　

唯
一
の
わ
ず
か
な
救

い
は
、
日
本
を
始
め
と

す
る
不
戦
平
和
憲
法
を

持
っ
て
い
る
国
の
存
在

で
あ
る
。
最
も
進
ん
だ

平
和
憲
法
を
持
つ
日
本

が
今
危
な
い
。
小
国
は

大
国
に
振
り
回
さ
れ
て

独
自
の
国
体
を
維
持
す

る
こ
と
が
難
し
い
。　

　

大
国
は
益
々
軍
事
凶

悪
化
し
て
く
る
。
ヒ
ト

昭和32年の「東成区史」掲載地図

　

新
聞
部
は
、
夏
季
特
集
号

（
８
月
15
日
付
）
へ
の
会
員

投
稿
（
原
稿
・
写
真
）
を
募

集
し
て
い
る
。

　

原
稿
は
、
６
０
０
字
以
内

で
、
テ
ー
マ
は
①
趣
味
②
日

常
の
臨
床
③
家
族
や
生
活
の

こ
と
④
夏
の
思
い
出
⑤
エ
ッ

セ
イ
・
川
柳
・
俳
句
⑥
旅
行

記
―
―
な
ど
。
顔
写
真
を
同

封
し
て
応
募
す
る
。

　

写
真
は
、
夏
の
風
景
や
人

物
写
真
な
ど
。

　

応
募
は
、
郵
便
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
協
会
事
務
局

ま
で
。掲
載
者
に
は
薄
謝
進

呈
。

【
送
付
先
】

〈
フ
ァ
ク
ス
〉
06
―
６
５
６

８
―
７
７
３
１

〈
メ
ー
ル
〉akira_kn@doc-

net.or.jp

２
０
１
７
夏
季
特
集
号

投
稿
・
写
真
を
募
集


